
 

 

 

 

 

2025年２月 12日 

 

各      位 

 会 社 名         株 式 会 社    幸   楽   苑 

 代表者の役職名 代表取締役会長兼社長 新 井 田  傳 

 （東証プライム   コード番号  ７ ５ ５ ４ ） 

 問 い 合 わ せ 先         専務取締役管理本部長 渡 辺  秀 夫 

 Ｔ Ｅ Ｌ         ０２４－９４３－３３５１ 

                                                     

完全子会社の吸収合併に伴う特別利益（貸倒引当金戻入額）及び 

特別損失（抱合せ株式消滅差損）計上のお知らせ 

 

 当社は、2024年５月 27日付「完全子会社の吸収合併（略式合併）及び定款一部変更（商号及び目的の変

更）に関するお知らせ」にて公表いたしましたとおり、2024年 10月１日付で当社の完全子会社であった株

式会社幸楽苑（以下、「旧幸楽苑」といいます。）を消滅会社とする吸収合併を行いました。 

この吸収合併に伴う会計処理として、当社（以下、「旧幸楽苑ホールディングス」といいます。）の個別

財務諸表において特別利益（貸倒引当金戻入額）及び特別損失（抱合せ株式消滅差損）を計上することと

なりましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

  

１． 特別利益の計上及びその内容 

旧幸楽苑との合併効力発生日（2024 年 10 月１日）において、これまで旧幸楽苑の財政状態等を勘案し計

上しておりました貸倒引当金繰入額を存続会社である旧幸楽苑ホールディングスが債務を包括的に承継す

ることに伴い、2025年３月期第３四半期個別決算において貸倒引当金戻入額 2,130 百万円を特別利益（貸倒

引当金戻入額）に計上します。 

 

２． 特別損失の計上及びその内容 

旧幸楽苑から受け入れた純資産と存続会社である旧幸楽苑ホールディングスが保有していた子会社株式

（抱合せ株式）の帳簿価額の差である 1,378 百万円を 2025 年３月期第３四半期個別決算において、特別損

失（抱合せ株式消滅差損）に計上します。 

 

３． 業績に与える影響 

（１）個別決算 

2025年３月期第３四半期個別決算において、貸倒引当金戻入額として 2,130百万円の特別利益を

計上するとともに、抱合せ株式消滅差損として 1,378百万円の特別損失を計上します。 

（２）連結決算 

当該吸収合併により連結の範囲の対象先がなくなるため、連結財務諸表非作成会社となります。 

 

以 上 


